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技術の特徴
・ヒトの食品アレルギー同様に、アレルゲンの経口投与のみでアレルギー体質を誘導。
・患部が発する蛍光によって即時型アレルギーの重症度を精度良く評価、測定時間も従来法（３０時間程度）
の1/10に短縮。

→食品摂取による症状への影響を迅速・精確に評価でき、抗アレルギー食品の開発効率を向上。

研究の内容
従来のアレルギー動物モデルは、ヒトと発症機序が異なる上、重症度を定量的に評価することが難しく、食
品の穏やかな抗アレルギー活性の評価に適さない。本研究室では、即時型アレルギー反応である蕁麻疹様
皮膚症状をヒトと同様の機序で誘導でき、その重症度を蛍光強度で簡便、精確に定量できるモデルを開発し
、食品の抗アレルギー活性の迅速・精確な評価を可能とした。

今後の展開
当モデルにより抗アレルギー食品の探索を行うとともに、免疫老化などの評価モデルとして老化抑制食品
の開発などにも活用していく予定である。
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起炎剤 アレルゲン
1 unit

アレルゲン
5 unit

溶媒のみ

アレルギー体質の誘導 蕁麻疹様皮膚症状の誘発 蛍光強度の測定

アレルゲン・
抗アレルギー食品
の経口投与

蛍光色素の導入 アレルゲンを皮内注射

注射した部位の皮膚を切り出し、
プレートリーダーで測定

バイオイメージャーで
マウスを生かしたまま測定可能

○抗アレルギー活性評価の流れ

○実施例
抗アレルギー食品の摂取により、
即時型アレルギー反応が抑制された。
起炎剤（ヒスタミン）投与による反応は
抑制されなかったため、この食品の作用は
抗ヒスタミン薬とは異なることが示唆された。
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